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議  第 5 7 9 号 

令和６年 11 月 21 日 

 

港湾・交通・観光対策特別委員会審査概要報告書 

 

                              委員長 石須 大雄 

 

Ⅰ 開催年月日  令和６年 11 月 14 日（木） 

Ⅱ 会 議 時 間  午前 10 時 00 分～午前 10 時 15 分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎石須 大雄 ○高岡 宏和  山上 尊士 

熊木 義城  田中 勝文  坂林 永喜 

薮中 一夫  福井 直樹  酒井 善広 

上田  武  大井 正樹  狩野 安郎 

（◎…委員長  ○…副委員長） 

        〔議 長〕 本田 利麻 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

（鶴谷未来政策部長、椙本都市創造部技術政策監、伴 

都市創造部次長・産業振興部参事が公務のため欠席） 

        〔委員外議員〕 なし 

        〔事務局職員〕 高嶋 史恵  島田 輝   野口 広大 

        〔傍 聴 者〕 １名 

 

Ⅳ 審査の概要 

 

１ 報告事項について 

 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉 

  

〔未来政策部〕 

⑴ 城端線・氷見線の再構築に係る進捗状況について 

⑵ 高岡駅瑞龍寺口広場へのシャトルバス等の乗り入れについて 

 

〈 委員から、次のとおり質疑等があった。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

 【城端線・氷見線の再構築に係る進捗状況について】 

  〇 令和５年 12 月定例会では、沿線４市の実質的な財政負担について、移管前が約

24 億円、移管後が約 20 億円、出資金約２億円を合わせ全部で約 46 億円という説明
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があった。現在、約１年が経過しようとしているが、その後の沿線４市における検

討及び進捗の状況は。 

  △ 沿線各市の負担額については、現在事務レベルで負担に関する基礎的な数字や考

え方の整理を行っている。城端線・氷見線活性化推進協議会や、並行在来線の経営

安定基金における取り扱いなども参考に、今後、沿線市間でしっかりと協議してい

くことになると考えている。 

  〇 引き続き本格的な議論が行われるということだが、大きな事業になるので本市と

しての財政負担もそれなりにかかってくると予測される。近年の資材高騰の影響を

どこまで受けるのかわかりかねるが、市民も気になっていると思うので、引き続き

報告をいただきたい。（意見） 

〇 今後、物価高騰が予想される中で、現在、その影響については議論されているの

か。 

△ 物価高騰の影響については、令和５年の城端線・氷見線鉄道事業再構築実施計画

の策定時において、物価高騰も加味した形での事業費の積算がなされており、現在

のところはその事業費をベースに話し合いを進めているところである。 

〇 今後も物価高騰は続くものと想定され、その分、沿線４市の負担も増えてくると

思う。できる限り最小限の負担に抑えていただきたい。（要望） 

 

２ その他 

 

〈 委員から、次のとおり質疑等があった。 〉 

 

【万葉線の回数券について】 

  〇 万葉線にＩＣカードが導入され、利用者の方も慣れてきていると思っている。そ

うした中で、回数券の発行が廃止されることになり、地元でも対応できない方々も

増えてきている。本市では、これまで様々なイベントなどで回数券を配布し、まち

の活性化に努めてきた。私の地域でも、回数券を配り、様々なイベントに行けるよ

うな活動もしている。そのような活動にも不都合が生じてきているため、回数券の

廃止について、決定事項ではあるかもしれないが、再度検討していただきたい。（要

望） 

  △ 令和６年９月 28 日に万葉線の交通系ＩＣカードの運用が始まり、徐々に利用者も

増えてきている印象である。回数券の取り扱いについて、万葉線株式会社としては、

回数券 10 枚の金額で 13 枚ついてくるシニア回数券については引き続き発行してい

くこととしているが、それ以外の回数券については、順次廃止していくこととして

いる。その理由としては、人手不足への対応として、精算に係る労力の軽減を図る

こと、ＩＣカードの普及促進を図ることにある。現時点では、回数券を廃止する方

向ではあるが、委員ご指摘の観点について万葉線株式会社や、一緒に事業を進めて

いる射水市にも共有したうえで検討したい。 

  〇 日本海高岡なべ祭りなど、イベントの際に万葉線を利用される方に、帰りの分の

チケットを配布していたと思うが、そのようなチケットも廃止する方向なのか。 
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△ 様々なイベントの際に復路無料券を配布しているが、中止や廃止の予定はない。

引き続き機会を捉えて対応していきたい。 

〇 回数券については、いつの段階で使えなくなるのか。 

△ すべての回数券において、利用期限は定めておらず、引き続き利用可能である。 

 

〈 当局からの報告はなかった。 〉 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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港湾・交通・観光対策特別委員会 当局説明員（１１名） 

副市長 河 村  幹 治   

    

未来政策部長 鶴 谷  俊 幸 都市創造部長 赤 阪  忠 良 

未来政策部政策監 日 名 田  尚 明 都市創造部技術政策監 椙 本  敏 規 

未来政策部次長 

総合交通課長 
表 野  勝 之 都市創造部次長 伴   孝 宏 

  
都市創造部次長 
都市計画課長 

山 森  久 史 

産業振興部長 式 庄  寿 人 土木維持課長 中 澤  俊 一 

産業振興部次長 須 田  稔 彦   

産業振興部参事（兼務） 伴   孝 宏   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 


